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食 品 用 包 装 材 料

石　谷　孝 佑

　1．　食品包装 の 目的

　食品を包装す る 目的に は大きく分けて 三 つ ある．まず

第
一の 目的は

， 消費者の 手 ic渡 る ま で の 輸送，保存中に

起 こ る微生物や 害虫な どに よ る生物的被害や温湿度，光

線，酸素 ， 振動 ・衝撃な どの 外的要因 か ら内容物を守 り，

品質 の 低下 を防止す る こ とで あ る．第二 に は ，商品 を小

口 に 分け た り，組み合せ た り，混同を防止す る など，荷

扱い 時 ， 販売時の 能率を 向上 させ た り，使用す る際に 便

利 に す る こ とで あ る．第三 の 目的は ， 人 目を 引 くデ ザ イ

ン を施 した り，清潔感，未使用感 を持 た せ た り ， 表示 や

内容説明 をす るな ど，消費者ec好 ま しい 感 じ を与 え る こ

とで あ る．食品包装で は 内容物の 保護が最も重要な目的

で あ る．

　食品包 装 に 用 い られ る包 装 材 料 は ，安 全 性 の 高 い も の

で あ る と 同時 に ， 内容物 の 品質を保護す る上 で 必要な特

性 を 十分備え て い る もの で なけれ ぽな ら な い ，と くに 内

容物 の 保護 の 点 か ら，  物理 的，化 学 的 な安 定 性，  物

理的な 強 さ，  外界 との 遮 断 性 の 3点が と くに 重 要で あ

る．実用に 当 っ て は ，透 明 性，包装機械適性，経済性 な

ども重要な 要素で あ る．

2． 食品包装の 分類

食品を 包装す る場合，包装 され る 食品の 品質特性や 流
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　 ば 市観音 台 3−1−1 （勤務先），

通 ・消費形態 な どに よ っ て ，そ れぞれ望 ま し い 包装形態 ，

包装資材，包装条件 な どが選定 され る．以下 に，食品包

装を 日本工 業規格 （JIS）や 包装形態別 ， 包装材料別 ， 包

装技法別，食品群別な どで 分離し て み る．

　（1）P∬S に よ る分類

　個装，内装，外装．

　Jls　z 　Olo1 で は ，『包装 とは ， 物品 の 輸送 ， 保管など

に あ た っ て ，価値お よび 状態 を 保護 す る た め に 適切 な 材

料 ・容器 な どを物品に 施す技術 お よび施し た状態 をい い ，

こ れ を個装， 内装 ， 外装の 3 種 に 分 け る，』 と規定 して

1，・る，

　（2）包装材料tCよ る分類

　紙，プ ラ ス チ ッ ク，金属，ガ ラ ス ，そ の 他 （木，竹，

布，陶器等）．

　 （3）包装材料 お よ び 形態 ICよ る 分類

　 段 ボール 箱，紙容器，紙袋，金属缶，金属 チ ューブ，

コ ン ポ ジ ッ ト缶 （実用形態）， ガ ラス ピ ソ ， プ ラ ス チ ッ

ク 袋，プ ラ ス チ ッ ク 成 形容器 （ボ トル ，カ ッ プ， ト レ イ，

チ ュ
ーブ等），

バ
ッ グ イ ン ボ ッ ク ス

，
バ

ッ グ イ ン ド ラ ム
，

ネ ヅ ト等．

　 （4）包装技法 に よ る分類

　真空 包装 ， 密着包装 ， ガ ス 置換包装，収縮 包装，ス ト

レ ヅ チ 包 装，ス キ ン 包装，ラ ッ プ包装，レ トル ト包装，

無 菌包 装 等．

　（5）包装材料の 物性 と期待 され る効果 か らみ た 分類

　柔軟包装，剛 性包 装，ガ ス バ リア
ー包装，防湿包装，

防水包装，緩衝包装，保香包装 ， 遮光包 装等．

　（6）食品の 形状に よ る分類

　液体食品包装，固形食品包装 ，固 液食品 包 装 ，粉 末 食

品包装，高粘度食品包装等．

　3．　 包装材料の 種類 と 特性

　包装材料の 使用量を種類別 に み る と ， 紙
・
板紙製品が

約半数を占め ，つ い で プ ラ ス チ ッ ク 資材 ， 金属容器 ，
ガ
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ラ ス 容器 ，木製品，そ の 他の 順に な っ て い る，

　（1）紙容器

　紙 ・板紙 を 用 い た包装材料 に は ，段 ポ ール 箱，一
般紙

容器 ，複 合 紙 容 器 な どがあ る．

　段 ボール は ， 主 とし て 2枚の ラ イ ナ ーと波形 に 成形 さ

れた 中しん と を接着剤で 貼 りあわせ て 作 られ る もの （両

面段 ポール ，図 且） で ，お もに 段 ボ ール 箱 と し て 外装用

に 用 い られ る．一
般紙容eetcは，薄紙を用 い た紙袋 ， 板

紙 を 用い た 紙 器 お よ び こ れ らに プ ラス チ ヅ ク を貼 りあわ

せ た りコ
ー

テ ィ ン グ し た もの などがあ る．形態と して は ，

箱，筒，カ Pt プ など多様な形態の もの が ある．複合紙容

器は ， 紙器を プ ラ ス チ ッ ク
， 金属箔 な ど と複合 し ， 内容

物の 保護機能を い っ そ う発展させ たもの で ，シ ン グル ポ

ード紙容器，コ ン ポ ジ ッ ト缶，バ
ッ グ イ ン ボ v ク ス ，無

菌充墳用紙容器 （図 2 ） な どが あ る．液体食品の 包装 に

お い て複合紙容器 の 果た す役割 は 高ま っ て い る．

　 （2） プ ラ ス チ Ptク包装材料

　 プ ラ ス チ ッ ク 包装材料は ， 人工的 に 合成 され た高分子

化合物を主原料と して い る．食品包装に 用 い られ る プ ラ

ス チ ッ ク を便宜 的に汎用性樹脂，耐熱性樹脂，遮断性樹

脂 に 分け る こ とがで きる．汎用性樹脂 に は ボ リエ チ レ ソ
，

ボ リプ ロ ピ レ ン ，ポ リス チ レ ン ，ポ リ塩化 ビ ニ ル ，エ チ

レ ン ・酢酸 ビ ニ ル 共重合体等があり， 耐熱性樹脂に は ナ

イ ロ ン
， ボ リニ ス テ ル

，
ボ リカ

ーボ ネ
ー

ト等が あ り， 遮

　 片 面段 ボ
ー

ル　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 両 面段 ポ ー
ル

v a 益 ＿ ／
複両 面 段 ボ ー

ル
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図 且．段ボール の 種類 と構造
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図 2．無菌充墳用紙容器 の 例

断性樹脂に は ポ リ塩化 ビ ニ リデ ン ，エ チ レ ン ・ビ ニ ル ア

ル コ
ール 共重合体 ，

ポ リ ビ 昌 ル ア ル コ
ール 等が あ る．

　お の お の の プ ラ ス チ ッ ク の 特螢と用途 に つ い て 述べ る．

　 D　 ポ リ ニ チ レ ソ （PE ）

　低密度 （高圧法）ボ リ エ チ レ ン （LDPE ）と高密度 （低

圧法） ポ リェ チ レ ン （HDPE ） の 二 種類があ り，フ t ル

ム の 他，ボ トル ，チ ュ　一一ブ，キ ャ ッ プ な どに も成 形 され

て用 い られ る．フ ィ ル ム の 成形法に は 空気で膨ら ませ ，

筒状の 製品に す る イ ン フ レ ーシ ョ ン 法 と シ ー ト状に 押 し

出す T ダ イ 法がある．樹脂の 密度が高くな る と透明度が

低下 し，剛性が増して 伸 び が 小 さ く， 引張強度が高くな

り，手触 りが硬 くな る．一
般に 気体透過性は 高 い が ， 水

蒸気透過性 は低 い ，ヒ ー
ト シ ール 性 に 優れ，価格が 安 い

の で
， 汎用 7 イ ル ム とし て 用途は 広 い．

’
7 イ ル ム に ヒ ー

ト シ ール 性 を 付与す る 目的で 他 の フ ィ ル ム ど貼 りあわ せ

て 用 い られ る こ と が 多い ．

　2）　ポ リ ブ ロ ビ レ ン （PP）

　 フ ィ ル ム の 他，ボ トル
， カ ッ プ ， ト レ イ 等 の 成形容器

に 用 い られ る．フ ィ ル ム に は延伸フ ィ ル ム （OPP ） と無

延伸フ 1 ル ム （CPP ）の 二 種類が あ り，延伸に よ っ て物

理 強度や 気体遮断性が 高 ま る．二 軸延伸 フ ィ ル 厶 は 透明

性が 良く， 腰があ り，物理的強度に優れ て い る、融点 は

約 170℃ と高 く，耐熱性は 良い が，低温下で は 物性が脆

くな る．気体透過性 は高い が ， 価格が 安い こ となどか ら

用途が広く， 水蒸気透過性が 低 い こ とを利用 した乾燥食

品 の 防湿包装 な ど を中心 に 多用 され る．ま た CPP は レ

トル トパ ウチ な ど の 耐熱性包装材料 の 接着層 （ヒ ートシ

ール 層） と し て 用 い られ る．

　 3）　ポ リス チ レ ン （PS）

　 非結晶性 ポ リマ ーで ，透明性，成形性，ヒ ー 5 シ ール

性 に 優 れ，安価 な た め ，フ ィ ル ム の 他，ボ トル ，カ ッ プ，

ト レ イ 等の 成形容器に 多 く用 い られ る．ポ リ ス チ レ ン ポ

リマ
ー

の み の もの を一般用ポ リス チ レ ソ （GPPS ），本来

の 脆い性質を改善するた め に合成 ゴ ム を配合し，耐衝撃

性を高め た もの を 耐衝撃性ポ リス チ レ ン （HIPS）とい う．

フ 1 ル ム は 気 体透 過 性 が 高 い の で 青果物 の 包装 な どに 用

い られ る．

　 4）　ポ リ塩化 ビ ＝ ル （PVC ）

　 ポ リ マ
ー

は ， 硬 くて熱安定性が 悪い の で ，一
般 に 可 塑

剤や安定剤などの 添加剤を 配合 して用 い られ る．可塑剤

を 多 く含 む 柔 らか い 軟質 フ t ル ム は 気体透過性が高く，

ス トレ ッ チ 包装 ， 業務用ラ Pt ブ包装などに 用い られ る．

比較的気体遮断性 の 良い 硬質 ポ リ塩化 ビ ニ ル は ボ トル ，

カ ッ プ， ト V イ等の 成形容器 に 用 い られ る．か つ て は 食
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品用 に 多量 に 用 い られ た が，塩 ビ モ ノ マ
ー

の 問題以来，

食品用包装材料として の 地位 は 低 くな っ て い る．

　5）　エ チ レ ソ
・酢酸ビ 昌 ル 共重合体 （EVA ）

　酢酸 ビ ニ ル 含t の 少な い もの （数％〜  ％）が フ ィ ル

ム として 用 い られ て い る．お もに 他の 樹脂との共押出 し

や ポ リ オ レ フ a ン 樹脂 と混 合 され ，積層 フ a ル ム の ヒ
ー

ト シ ール 層と して 用 い られ る．酢酸 ビ ニ ル 含量が 多 くな

る と ポ リエ チ レ ン よ り透明性が良くな り，柔軟性，ガ ス

透過性が 高 くな り， 特性の 異なる フ ィ ル 厶 を 得 る こ とが

で きる．単体 フ ィ ル ム は 腰が弱く，お もに ス トレ ッ チ フ

1 ル ム などに 用い られ る．

　6）　ナ イ ロ ン （N また は Ny ）

　一
般名で は ポ リ ア ミ ド （PA ）と も呼ば れ る．食品包装

tc用 い られ る ナ イ ロ ン の 大部分は ， カ ブ ロ ラ ク タ ム を 原

料とす るナ イ ロ ン 6 で ある．二 軸延伸ナ ィ P ン （ON ）お

よ び 無延伸ナ イ ロ ン （CN ）と も IC積層フ ィ ル ム
， 成形容

器 の 基材と し て 用 い ら れ る．フ ィ ル ム は 引張強度 ， 衝撃

強度，ピ ン ホ
ール 強度な どの 物理強度 や耐熱性 に優れて

い る の で ，高温加熱殺菌を す る多水 分食品の 包装や 大袋

や 突起 の ある食品の 包装 で ，とくに 包装材料に 優れた物

理強度 が 要求 さ れ る場合 に 多く用 い られ る．水蒸気透過

性は 比較的高い が ， 気体遮断牲は 中程度で あ る．

　7）　 ポ リ ェ ス テ ル （PET ）

　テ レ フ タ ール 酸と エ チ レ ン グ リ コ
ール の 重合反応 に よ

っ て 得 られ る 結晶性 の ポ リマ
ーで あるポ リエ チ レ ソ テ レ

フ タ レ ー
トが最も

一
般的で あ る．透明性 ， 耐熱性 ， 耐衝

撃性，揮発性物質遮断性等 に 優れ て お り，
フ ィ ル ム ，ボ

トル ， ト レ イ 等に 成形され て 用い られ る．優れ た 耐熟性

か ら レ トル トパ ウ チ ，電子 レ ソ ジ食品用成形容器などに

多 く用 い られ る．また ， 優れ た揮発性物質遮断性 ，透 明

性 ， 強度などか ら， 飲料用 ポ F ル と し て も多用 され て お

り，一
般食品の 保香包装 に も用い られ る．

　8）　ポ リカ ーポ ネート （PC ）

　透明性，耐熱性，揮発性物質遮断性 に優れた ポ リマ ー

で ，ボ トル ，ト レ イ，フ 1 ル ム などに 用 い られ る が ，使

用量 は少ない ．酸素遮断性は中程度で ある，

　9）　 ポ リ塩化 ビ a リ デ ン （PVDC ）

　塩化 ビ ； リデン モ ノ マ ーを少量 の塩化 ビ 昌 ル モ ノ V 一

と共重合させ て 作られ る ポ リ マ
ーで ， 比重は約 1．6 と プ

ラ ス チ ッ ク の 中で 最も重 い ．ソ ーセ ージ ケーシ ン 〆，家

庭用 ラ ッ プ 7 イ ル A などの 単体7 イ ル ム お よ び成形容器 ，

小袋等 の 積層材，フ t ル ム の tt　“テ ィ ン グ材 な ど に 用い

られ る．気体遮断性 ， 水蒸気遮断性 ， 揮発性物質遮断性，

耐熱性などに優れ て お り，酸化防止包装，保香包装 ， 防

湿包装，ガ ス 置換包装などに 多く用 い られ る．

IO）　エ チ レ ン
・ビ ニ ル ア ル コ

ー
ル 共重合体 （EVOH ）

　 エ チ レ ン と酢酸 ビ ニ ル を 共 重 合 させ ，こ れ を 部分け ん

化 し て 作 られ る ポ リマ ーで ，乾燥状態で 非常に 優れ た 気

体遮断性を もっ て い る．気体遮断性に 対す る 水蒸気の 影

響を 少なくす る た め ボ リオ レ フ ィ ン 等 と積 層 し，酸 化 防

止 包装用 の フ ィ ル ム ，成形容器 の 基材 と し て 多用され る．

11）　ボ リビ ニ ル ア ル コ
ー

ル （PVA ）

　ポ バ ール ，ビ ＝ ロ ン など と も呼ばれ る親水性の 強 い ポ

リ
’t・一で ，乾燥状態で は高い 気体遮断性を も っ て い る，

延伸し た り，ポ リ塩化 ビ 昌 リデ ン を コ
ーテ ィ ソ グ し た り，

ポ リオ レ フ ィ ン と積層す る こ とに よ っ て水蒸気の 影響を

弱め，酸化防止包装 な どIC用 い られ る．

　 プ ラ ス チ ッ ク 包装材 料 は，単 体 あ るい は 異 な っ た 性質

の 材料を積層 （ラ ミ ネー
ト） して 用 い られ る．図 3 に 4

層構成の レ トル トパ ウ チ の 例を示 す ．表面 の ポ リ エ ス テ

ル は 印刷 とア ル ミ箔面 の 保護 ， ア ル ミ箔は 品質保持の た

め の ガ ス 遮断性賦与，延伸ナ イ ロ ン は 強度賦与，最内装

の 未延伸 ポ リプ ロ ピ レ ン は ヒ ート シ ール 性 の 賦与の た め

に 用い られ て い る．表 1に 食品の 品質保持 か ら見た 適性

な軟包装材料の 例を示 す．

　（3）金属包装 材料

　金属容器 は 古い 歴史 を も っ て い る が，19世紀初頭，ピ

ーター・デ ュ ラ ン （英）の缶詰の 発卿 こ よ っ て食品の 長

期貯蔵技術 と して 飛躍 的な発展を とげ た ．プ ラ ス チ ッ ク

包装容器 と品質保持技術が発展 し た現在 で は ， 金属缶は

大部分が 飲料に 用 い られ て い る．

　金属缶 は耐熱性，伝熟 性 rc優れ，光線 や 気 体 の 透 過性

が まっ た くな く， 食晶 の 保存容器 として 優れた 特性を も

っ て い る．ま た ガ ラ ス に 比べ て 成形 ， 塗装 ， 印刷な どの

加 工 が しや す く， 輸送時 の 破損 も起 こ りに くい とい う利

点 が あ る．反面 ， 内面腐蝕 を 生 じや す く， 紙や プ ラ ス チ

ッ ク よ り重 い とい う欠点 が あ る．

　缶の 材料 に は ， 鋼板， ブ リキ ，
TFS （T洫 Fr  Steel），

ア ル ミ ニ ウ ム などが あ る．ブ リキ は錫の 犠牲溶解性に よ

っ て 鋼板の 耐蝕性を 改善 し た もの で ，食品用 と して 広 く

用 い られて きた が ， 変色や 錫 の 溶出が問題 に な る 楊合が

ある ．TFS は 1960年代か ら使わ れ 始 め た もの で ，鋼板

を電解 クロ ム 酸処理 し， さらに その 表面を エ ポ キ シ 系な

（螂 ）

イ ン キ眉

接 着剤 層
　 广t
　 tt

ポ リェ ス テル （12μ m ）

ア ル ミ箔 〔9ρ m ）

延伸 ナ イ ロ ン （15pm ｝

未延伸ポ リプ ロ ビ レ ン （60μm ｝

図 3．4層構成の V トル トパ ウ チ の 断面図
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表 L 食品の 品質保持 か らみ た 適性軟包装材料

包装対象食品，技法 要 求 され る特性 適 性 軟 包 装 材 料

レ トル トパ ウ チ 食品 耐熱 性，強
度

基　材

接 着層

PET ，　ON ，　 PVDC ，　 SiO 蒸着，　 A 且箔，　 EVOH 共押 ，

PV   共 押

CPP

多 水 分 ・中 間 水 分 食品 で 潟殺　　耐熱性 ， 強　　基　材
菌す る 食 品 （変敗防止）　　　　 度

　　　　　OPP ，　PET ，　ON ，　CN ，　PVDC ，　KN ，　KOP ，　KPET

接着層 　　LDPE ，　 EVA ，　LLDPE

多水 分 ・中間 水 分食品 で 無加 　　酸素遮断性　　基　材　　KOP ，　KPET ，　KON ，　 PVD （】，　EVOH ，　OV （PVA ）
熱の 食品 （酸化 ・褐変防止 ）　　 強度　　　　

一．・・．…………．．．．・．．一一・…・…・一・……一一
　
・・．．．．・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 接着層 　　LDPE ，　EVA

多水 分 ・中間 水 分 食 品 で 大 容 　　高 強 度

量 の 物，突 起 の あ る 食 品

蕃 　材 　　ON

接着層 　　厚手 LDPE

真空 包装 ・密着包 装 （酸 化 防

止 包装）
酸 素遮断 性　　基　材

接着層

KOP ，　KPET ，　KON ，　 PVDC ，　EVOH ，　OV （PVA ），
VM ，　A1 箔

口 ）PE

脱 酸 素剤封 入 包装 （酸 化 ・カ

ビ 防止）
酸 素 遮 断 性 　基 材 　KOP ，　 KPET ，　KON

接着 層　　LDPE

二 酸 化 炭 業 置 換包 装 ， 窒 素 置 　　 ガ ス 遮断性
換 包 装 （低酸素 ）

基 材 　EVOH
，
　OV （PVA ），

　Al 箔

接着層　　LDPE

保 香 包 装 揮発性物質
遮断 性 ， 非

収 着 性

基　材　　PET ，　PC，　KPET ，　PVDC ，　EVOH ，　OV （PVA ），　SiO
　　　　　蒸着，VM ，　A 且箔

接着層 　　PET ・G ，　 PAN ，　EVOH

防 湿包装 水 蒸 気 遮断 　 　 基

性
材　　HDPE 単 体，　 OPP ，　KOP ，　 VM ，　A 　l 箔

接 着 層 　　CPP ，　LDPE

青 果 物 ガ ス 透過性 単 体 　LDPE
， 無 機 多孔 質練 り込 み LDPE ，　OPP ， 軟質 PVC ，

　　　　　PS
，
　EVA

，
　BDR

，
　MST

LDPE ： 低密度 ボ リ エ チ レ ン
，
　 LLDPE ： 直鑚低密度 ポ リ エ チ レ ソ

，
　 HDPE ： 高密 度 ポ リ s チ レ ソ ，　 PET ： ボ リ エ

チ レ ン テ レ フ タ レ ー
ト，

OPP ： 延伸 ポ リブ ロ ピ レ ソ ，　 PC ： ポ リ カ ーボ ネー
ト，

　 CPP ： 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ソ ，
PAN ： ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リル ，　ON ： 延 伸 ナ イ ロ ソ ，　PV   ： ポ リ塩 化 ビ ニ リデ ソ ，　CN ： 無 延 伸 ナ イ ロ ン ，　 KOP ：

ポ リ塩 化 ビ ＝リデ ン 塗布 OPP ，　 PVC ： ポ リ 塩 化 ビニル
，
　 KON ： ポ リ塩 化 ビ ＝リデ ン 塗 布 ON

，
　PS ： ポ リス チ レ

ン ，KPET ； ポ リ塩化 ピ ニ リ デ ソ 塗 布 PET ，　 BDR ： ポ リ ブ タ ジ エ ン
，
　 EVA ： エ チ レ ソ

・酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体，
MST ： 防 湿 セ ロ フ ァ ン ，

　 EVOH ：
エチ レ ン

・ビ ニ ル ア ル コ ー
ル 共 重 合 体 ，　 VM ： ア ル ミ蒸 蒼，　PVA ： ボ リ ビ ニ ル

ア ル コ ール ，ボ バ ール ， Al 箔： ア ル ミ 箔 ，
　 OV ： 延伸 PVA ，延 伸 ビ ニ ロ ソ ，共 押： 共 押出 し積 層材 料 ，

　 Sio 蒸

着： セ ラ ミ ， ク 蒸 着，ガ ラ ス 蒸 着

どの 塗料で 塗装した もの で あ る．食品 に 用 い て も変色や

腐蝕を起 こ しに くい 特徴をもっ て い る．ア ル ミ 9 ウム に

は ，純粋な ア ル ミ ニ ウ ム お よび マ ン ガ ン や マ グ ネシ ウ ム

等 との合金がある．前者は イ ン ・ 桝 缶 （期 形態），

チ ュ
ー一ブに ，後者 は DI （Drawn 　 and 　Ironing）缶に 用

い られ る．

　 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 は美 しい 金属光沢があ り ， 水 蒸気，気

体，揮発性物質，光線 の 遮断がほ ぼ完全 で ， 軽い と い う

特徴 が あ る．ア ル ミ ＝ ウ ム 箔は ブ ラ ス チ ， ク フ ィ ル 厶 と

積層して高遮断性包装材料 と して 用 い られ るほ か ，カ ヅ

ブや トV イな どに も成形 して用 い られ る．

　（4） ガ ラス 容器

　ガ ラ ス は 非常 に 古くか ら食品用の 容器 と し て 月 い られ

て きた が，長期保存を 目的 と し た ビ ン 詰は 19世紀初頭

の ニ コ ラ ・ア ベ ー
ル （仏） の 発明 に 端を発す る，

　 ガ ラ ス は 化学的に 安定で 耐熱性が あ り，水蒸気や 気体
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食 品 用 包 装 材料

の 透過性 が ま っ た くなく， 食品の 保存容器とし て 優れ た

特性をも っ て い る．ま た透 明 性が良 く，質感が あ り，リ

サ イ ク ル も可能で ある．ガ ラ ス は，硅砂，ソ ーダ灰 ， 石

灰 を原料に 作 られ るが ， 硅砂 ，石灰 と もに 世界的に 賦存

量 が 多 く， 資源的に も安定 し て い る．

　
一
方，透明 な ガ ラ ス 容器 は光線 の 影響を 受け る こ とや ，

意た く，衝撃や 急激 な 温度変化 に 弱い こ と，密封 ・殺菌

が し に くい こ と な ど，多 くの 不 利 な 点が あ り，そ の た め

使用範囲が
， 殺菌しや す い 食品 ， 中身を見せ た い 食品な

どに 限定され る．

　 ガ ラ ス 容器は ，製造直後は 強度的 に 優れて い る が ，取

扱 い の 過程で 発生す る小 さな傷 に よ っ て 強度が著し く低

下す るの で ，こ れ を防 ぐため に 酸化 チ タ ン や プ ラ ス チ ッ

ク に よ る コ ーテ ィ ン グ な どの 種 々 の 表面処理が 行 わ れ る．
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